
次
い
で
、
委
員
長
よ
り
建
立
場
所
を
無
償
に
て
提
供
さ
れ
た
佐
藤
棟

良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
国
際
観
光
株
式
会
社
々
長
、
工
事
担
当
の
山
元
石
材

店
社
長
の
御
二
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
工
事
の
経
過
報
告
を
私
、

記
念
講
演
会
は
同
場
所
で
行
わ
れ
、
木
下
和
夫
宮
崎
医
科
大
学
長
が

座
長
と
な
ら
れ
、
講
師
酒
井
シ
ヅ
順
天
堂
大
学
医
史
学
教
授
の
ご
紹
介

が
な
さ
れ
「
近
代
日
本
に
於
け
る
医
学
教
育
の
歴
史
」
と
題
し
た
ご
講

演
を
感
銘
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
田
中
幸
稔
先
生
に
よ
っ
て
司
会
さ
れ
ま
し
た
。

意
義
あ
る
記
念
式
に
是
非
参
列
し
た
い
が
、
遅
れ
て
も
宜
し
い
だ
ろ

う
か
と
予
告
し
て
お
ら
れ
た
津
村
重
光
宮
崎
市
長
が
到
着
さ
れ
、
早
速

丁
重
な
る
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
乾
杯
の
音
頭
も
と
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

酒
井
シ
ヅ
教
授
と
宮
崎
医
科
大
学
第
二
病
理
の
河
野
教
授
と
は
三
重

医
大
の
同
級
生
、
皮
膚
科
の
井
上
教
授
と
は
研
修
生
の
と
き
、
御
一
緒

だ
っ
た
由
で
、
ま
る
で
私
は
同
窓
会
み
た
い
で
す
と
酒
井
教
授
は
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
宮
崎
医
学
所
の
こ
と
は
昭
和
四
十
二
年
宮
崎
市
郡
医
師
会
史
編

さ
ん
途
中
か
ら
着
目
し
、
昭
和
五
十
九
年
宮
崎
県
医
史
完
成
の
と
き
、

更
に
同
年
の
宮
崎
市
で
行
わ
れ
た
第
七
十
九
回
日
本
医
史
学
会
学
術
集

会
で
一
部
を
発
表
す
る
な
ど
、
私
の
永
い
永
い
追
跡
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
一
応
の
決
着
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

建
立
に
関
し
て
は
、
県
内
在
住
の
医
師
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
二
ヶ
月
余
り
で
予
想
を
越
え
る
四
百
万
円
近
い
艫
出
を
頂
き
ま
し

た
。

田
代
が
行
い
ま
し
た
。

第
八
十
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
折
（
昭

和
銘
年
）
、
会
員
の
方
々
が
当
町
の
西
野
の
入
澤
邸
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

当
時
、
当
主
は
転
居
さ
れ
居
宅
は
か
な
り
荒
れ
て
お
り
、
入
澤
家
生

家
保
存
の
声
が
あ
が
っ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
ら
か
の

形
で
生
家
の
面
影
を
残
そ
う
と
、
町
の
有
志
が
入
澤
家
顕
彰
事
業
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
生
家
の
整
備
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
之
島
町
と
実
行
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
き
め
、
総
称
し
て

「
入
澤
記
念
庭
園
」
の
整
備
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
、
中
之
島
町
に
よ
る
整
備
事
業

○
入
澤
記
念
庭
園
の
整
地
（
約
八
○
○
坪
）

○
土
蔵
の
修
復

○
造
園
と
植
樹

○
東
屋
と
お
手
洗
の
新
設

（
町
支
出
の
総
整
備
費
約
三
、
二
○
○
万
円
）

Ｂ
、
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る
整
備
事
業

庭
園
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
ー
メ
ン
ト
の
建
立

諸
経
費
を
差
引
き
、
百
万
円
位
の
剰
余
金
が
出
ま
し
た
。
こ
の
残
金

で
「
日
向
に
於
け
る
人
体
解
剖
最
初
之
地
」
碑
（
仮
称
）
を
建
立
す
る
こ

と
の
賛
同
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

入
澤
記
念
庭
園
の
整
備
事
業
を
終
え
て

（
田
代
逸
郎
）
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来
越
の
折
は
、
ぜ
ひ
お
立
寄
り
い
た
だ
き
た
い
。
観
光
パ
ン
フ
等
は
、

中
之
島
町
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

津
し
坐
ま
手
９
０

仙
恭
平
・
謙
斎
・
達
吉
三
氏
の
レ
リ
ー
フ
像

（
高
さ
一
・
八
Ｍ
黒
ミ
ヵ
ゲ
銅
レ
リ
ー
フ
）
彫
刻
家
渡
辺
利
埴
作

製
・
元
新
大
教
授

②
池
田
謙
斎
の
歌
碑

（
高
さ
一
・
六
Ｍ
福
島
産
ミ
カ
ゲ
都
）

③
入
澤
達
吉
の
漢
詩
碑

（
高
さ
二
・
○
Ｍ
福
島
産
ミ
カ
ゲ
隆
光
）

側
書
籍
の
復
刻

（
謙
斎
回
顧
録
・
恭
平
旅
日
記
・
雲
荘
詩
存
）

⑤
入
澤
文
書
・
遺
品
の
収
集
と
保
存

⑥
入
澤
家
資
料
目
録
・
庭
園
絵
ハ
ガ
キ

Ｂ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
任
意
に
よ
る
浄
財
を
あ
お
ぎ
、
こ
れ
ら
の

整
備
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
対
象
は
医
学
関
係
者
、
親
戚
、

町
内
有
志
等
で
あ
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
の
総
額
は
、
約
一
、

八
○
○
万
円
で
あ
り
、
医
学
関
係
者
に
つ
い
て
は
日
本
医
史
学
会
・
東

大
医
学
部
・
新
潟
県
医
師
会
・
新
大
医
学
部
学
士
会
に
お
願
い
を
し
ま

し
た
。
寄
附
者
名
と
金
額
に
つ
い
て
は
、
和
紙
帳
に
記
入
し
桐
箱
に
収

め
永
久
保
存
と
い
た
し
ま
し
た
。
各
位
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
あ

資
料
一

入
澤
記
念
庭
園
（
一
二
八
ペ
ー
ジ
参
照
）

○
恭
平
・
謙
斎
・
達
吉
三
氏
の
業
績
に
つ
い
て
、
左
に
概
略
を
記
す
。

恭
平
は
安
政
三
年
戸
塚
静
海
の
門
に
入
り
、
西
洋
医
学
を
学
び
、
万

延
元
年
長
崎
に
遊
学
オ
ラ
ン
ダ
医
師
ポ
ン
ペ
に
師
事
す
る
。
帰
国
後
今

町
に
て
開
業
、
北
越
に
お
け
る
洋
医
の
元
祖
と
な
る
。

オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
教
科
書
お
よ
び
恭
平
の
筆
写
ノ
ー
ト
等
が
当
町
に

資
料
二

入
澤
一
族
の
略
家
系
図

へ帯

糾織
恒村ハ健
輔マ蔵

言L｢’

入へ

蕊
菖
丞

聖嘩霊
、-/祐L－」

常達
子吉

L－
民

政

該へ
吉匡

（
八
代
）

幕
府
の
医
官

池
田
玄
仲
の
養
子

常
苛

一
酢
霊
岸
一
ｌ
雲
嘉
一

（
玄
仲
長
女
）
ｒ
真
次
郎
ｌ
充

幾
子
ｌ
司
蕊
ｌ
保

（
玄
仲
一
一
女
）

才
子

（
九
代
）
（
十
代
）
（
十
一
代
）
（
十
一
一
代
）

Ｉ
茂
ｌ
敏
太
ｌ
保
ｌ
健
（
医
）

（
医
）
（
医
）

眉
亨
丁

○
Ⅲ
Ｊ
二
一

彦
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